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２０２２年度 全道少年（Ｕ-１２）８人制サッカー大会 
兼 第１９回ＪＡ全農杯全国小学生選抜サッカー大会 IN北海道 

開催要項 
2022 年 3 月 14 日更新 （修正箇所を赤字で表示） 

 

1 主 旨  少年サッカーの発展と育成を目指し、かつ交流を図るとともに８人制サッカーの底辺

拡大に努める。 

2 名 称  ２０２２年度 全道少年（Ｕ-１２）８人制サッカー大会 

兼 第１９回ＪＡ全農杯全国小学生選抜サッカー大会 IN北海道 

3 主 催  公益財団法人北海道サッカー協会、日刊スポーツ新聞社 

4 主 管  苫小牧地区サッカー協会  

5 後 援  公益財団法人日本サッカー協会 

6 特 別 協 賛  全国農業協同組合連合会（ＪＡ全農） 

7 協 賛  ホクレン農業協同組合連合会 

8 期 日  ２０２２年４月７日（木） 

  １８：３０～ 開会式・監督会議（オンライン開催） 

２０２２年４月９日（土） 

９：００～ １回戦・２回戦 

２０２２年４月 1０日（日） 

９：３０～ 準決勝・決勝   １２：３０ 閉会式 

9 会 場  苫小牧市緑ヶ丘公園サッカー・ラグビー場（人口芝） 

（苫小牧市清水町３丁目３－２６）  ℡ ０１４４－３６－１１８１ 

10 参 加 資 格  ⑴ 参加チームは２０２２年度(公財)日本サッカー協会第４種に加盟登録したチー

ム（以下「加盟チーム」）であること。ただし、２０２１年度（令和３年度）に実施し

た本大会の地区予選をＵ－１１（小学校５年生以下）の選手で勝ち抜き、別に

定める地区割り当てにより所轄の地区協会が代表と認めたチームであること。 

   ⑵ 「参加選手」は、上記「加盟チーム」に所属する選手で(公財)日本サッカー協会

第４種登録選手であること。ただし、Ｕ－６選手の参加は認めないものとする。 

＊上記「加盟チーム」とは、１２歳未満の選手により構成されるチームである。

ただし、小学校在学中の選手には、この年齢制限を適用しない。 

   ⑶ 第４種年代の女子選手については（「クラブ申請」を承認された）同一「クラブ」

内のほかのチームから選手を参加させることも可能とする。 

   ⑷ 「参加チーム」は各地区の代表となったチームとする。 

   ⑸ 引率指導者は「参加チーム｣を掌握指導する責任ある指導者であること、また、

ベンチ入りするチーム役員の１名以上がＪＦＡ公認コーチ資格（Ｄ級コーチ以

上）を有すること。ベンチには複数の指導者が入ることとする。 

   ⑹ 参加選手は健康であり、且つ大会参加に関する親権者の同意を得たものでな

ければならない。 

   ⑺ 「参加チーム」は必ず『傷害保険（スポーツ安全協会傷害保険）等』に加入して

いること。 

11 参加チーム  各地区協会より参加できるチーム数は次の通りとする。計１６チーム。 

札幌２ 函館１ 旭川１ 釧路１ 根室１ 小樽１ 空知１ 北空知１ 十勝１ 千歳１  

オホーツク１ 室蘭１ 苫小牧１ （道北/宗谷）１  ※道北と宗谷でプレーオフ 

開催地１（今年度は苫小牧地区） 

12 競 技 規 則  (公財)日本サッカー協会「８人制サッカー競技規則」による。 

但し、詳細に関しては本大会用として競技方法に定める。 
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13 大 会 形 式  １６チームによるトーナメント戦とする。 

14 競 技 方 法  ⑴ プレーの時間：３６分（１２分‐１２分‐５分‐１２分 ３ ピリオド） 

   ⑵ インタ－バル（ピリオド間） ： 第１ピリオドと第２ピリオド間は選手交代に要する

時間のみとし、第２ピリオドと第３ピリオド間は、５分とする。 

   ⑶ エンドの決定 

○第３ピリオドのサイドはコイントスで決定し約半分が経過したタイミングでサイ

ドをチェンジする。タイミングは審判に委ねる。再開方法はキックオフとする。 

   ⑷ 試合の勝者を決定する方法 

○規定の時間内に勝敗が決しない場合は、３人ずつのＰＫ方式で勝者となる 

チームを決定する。試合終了時に出場している選手で行う。 

○準決勝と決勝では６分（３分ハーフ)の延長戦を行い、なお決しない場合は 

試合終了時に出場している３選手によるＰＫ方式で勝者を決定する。延長戦

に入る前のインタ－バル：５分、ＰＫ方式に入る前のインタ－バル：１分 

   ⑸ ○競技者の数は、常に８人（うち１人はＧＫ）とする。 

○原則、選手全員が１ピリオドを通じて出場する。 

○第１ピリオド出場予定の８人、第２ピリオド出場予定の８人と、その他交代要

員を予め明確にする。 

○交代要員含め同一選手の出場は最大で２ピリオドまでとし、３ピリオド全てに

出場することはできない。事故・ケガ等で出場困難な選手が発生し、出場可

能な選手が１１人以下になったときに限り、１試合で３つのピリオドに出場す

ることを認める。（延長戦はピリオドの数に含まない） 

①第１ピリオド 

○予め決められた、第１ピリオド出場予定選手が出場する。 

○試合中の事故・けがで交代する場合は、交代要員が出場する。 

（交代要員：提出したメンバー表に出場印がついていない選手） 

○交代選手全員が事故・けが等で出場困難となった場合に限り、第２ピリオ

ド出場予定の選手が出場できる。 

○交代して退いた選手は、再び出場できない。（＝自由な交代ではない） 

②第２ピリオド 

○予め決められた、第２ピリオド出場予定選手が出場する。 

○試合中の、事故・けがで交代する場合は、交代要員が出場する。第１ピリ

オドで交代して出場していても出場はできる。 

○交代選手全員が事故・けが等で出場困難となった場合に限り、第１ピリオ

ド出場予定の選手が出場できる。 

○交代して退いた選手は、再び出場できない。（＝自由な交代ではない） 

③第３ピリオド 

○第１・第２の両ピリオドに出場した選手を除き、交代要員含め誰でも出場で

きる。 

○何回および何人でも交代でき、一度退いた選手も再び出場できる。 

（＝自由な交代） 

④延長戦 

○交代要員含め誰でも出場できる。 

○何回・何人でも交代でき、一度退いた選手も再び出場できる。 

（＝自由な交代） 

＊常に８人で試合を行うことを最優先とする。そのため、ゲーム中および大会

期間中にけがや病気で人数が足りない状況が生まれた場合のみ、１人の選

手が３ピリオド全てに出場しないことで対応をしていく。（必ず大会本部に確

認をし、承認を受けることとする。） 
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   ⑹ 交代の手続 

○交代して退く選手は、交代ゾーンからフィールドの外にでる。 

○交代して出場する選手は、退く選手が外に出た後、交代ゾーンからフィー

ルドに入る。 

○交代は、ボールがインプレー中、アウトオブプレー中に関わらず行うことが  

できる。ただし、交代で退く選手が負傷している場合は、主審の承認を得

た上でどこからフィールドを離れてもよい。 

○交代は、主審、補助審判の承認を得る必要はない。 

○ゴールキーパーは、事前に主審に通知した上で、試合の停止中に入れ 

替わることができる。交代して退くゴールキーパーは、境界線の最も近い

地点からフィールドの外に出なければならない。 

   ⑺ テクニカルエリア：設置しない｡ 

   ⑻ ベンチに入ることができる人数：最大選手１２名・指導者４名 

２名以上の指導者がベンチに入ることを義務付ける。 

   ⑼ 審判員：１人の主審と補助審判が指名される。 

   ⑽ アディショナルタイムの表示：実施しない｡ 

   ⑾ ファウルと不正行為：  

○警告・退場：通常の競技規則に準ずる｡ 

○退場：当該チームは交代要員の中から競技者を補充し､常に８人でプレー

する｡ 

○大会期間中､警告を２回受けた選手等は､次の１試合に出場できない｡ 

○本大会において退場を命じられた選手等は､次の１試合に出場できず､そ

れ以降の処置については 本大会の規律・フェアプレー委員会で決定す

る｡ 

   ⑿ 飲水タイム：採用しない｡ 

   ⒀ 負傷した競技者の負傷程度を確かめるために入場を許される引率指導者の

数：２名以内 

   ⒁ 各チームの登録選手は、原則として(公財)日本サッカー協会発行の選手証を

持参しなければならない。ただし写真貼付により顔の認識ができるものである

こと。選手証とは、本大会では、(公財)日本サッカー協会ＷＥＢ登録システム

「ＫＩＣＫＯＦＦ」から出力した選手証・登録一覧を印刷したもの、またはスマートフ

ォンやＰＣ等の画面に表示したものを示す。 

   ⒂ 競技場：人工芝のグラウンドを使用する。 

   ⒃ ピッチサイズ：縦６８ｍ×横５０ｍの大きさを使用する。 

○ペナルティエリア：ゴールライン上、ゴールポスト外側に１２ｍ､ 

その地点からゴールラインに直角１２ｍ 

○ゴールエリア： ゴールライン上、ゴールポスト外側に４ｍ、 

その地点からゴールラインに直角４ｍ  

○センターサークル：半径７ｍ 

○ペナルティマーク：８ｍ  

○ペナルティアーク：半径７ｍの半円弧 

○フリーキック時の壁との距離：７ｍ 

   ⒄ ゴ－ル：ゴールの内のり 縦２.１５ｍ 横５ｍ 

   ⒅ ボール：４号球 

   ⒆ コーナーキック：ボールがインプレーになるまで相手競技者は、コーナーアーク

から７ｍ以上離れる｡ 

   ⒇ グリーンカードの導入 
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15 ユニフォーム  ⑴ （公財）日本サッカー協会のユニフォーム規定に基づいたユニフォームを使用

しなければならない。ただし、（２）以下については、一部本大会の緩和規定と

して採用する。 

   ⑵ 本大会に登録した正・副２組のユニフォーム（シャツ・ショーツおよびソックス）を

試合会場に持参し、いずれかを着用しなければならない。（正・副の２色につい

ては、明確に異なる色とする。 

＊なお、大会主催者が認めた場合に限り、デザインやロゴが異なっていても同

系色のユニフォームであれば着用を可能とする。 

   ⑶ 審判員は、対戦するチームのユニフォームの色彩が類似しており判別しがた

いと判断した時は、両チームの立ち会いのもとに、その試合におけるユニフォ

ームを決定する。また、その際は、登録された２組のユニフォームのうちからシ

ャツ・ショーツおよびソックスのそれぞれについて判別しやすい組み合わせを決

定することができる。（ゴールキーパーのみ、登録された４組のユニフォームか

ら判別しやすい組み合わせを決定することができる。） 

   ⑷ ゲーム進行時、ゴールキーパーがフィールドプレイヤーとなる場合（その逆の

場合も）については、シャツの交換のみでもよいこととする。また、その場合、ゴ

ールキーパーは、他の選手との判別がつくのであれば、ゴールキーパーとして

登録しているユニフォームでなくてもよいものとする。 

   ⑸ ソックスにテープまたはその他の材質のものを貼り付ける、または外部に着用

する場合、ソックスと同色でなくてもよい。 

   ⑹ アンダーシャツ・タイツの色は問わないが、チーム内で同色のものを着用する。 

   ⑺ 選手番号については、参加選手ごとに大会に登録されたものを使用する。 

16 懲 罰  ⑴ 本大会の予選は懲罰規定上の同一当該競技会とみなし、予選終了時で退場・

退席による未消化の出場停止処分は本大会において順次消化する。 

   ⑵ 本大会の予選で受けた警告については、累積として本大会には、持ち越さない

ものとする 

   ⑶ 本大会は、(公財)日本サッカー協会「懲罰規程」に則り、大会規律委員会を設

ける。 

   ⑷ 大会規律委員会の委員長は(公財)北海道サッカー協会第４種委員長とする。

第４種委員長不在の場合は、(公財)北海道サッカー協会第４種委員の中から

第４種委員長が代理を指名することができる。委員については、原則、主管地

区協会第４種委員長・主管地区協会審判委員長とする。 

   ⑸ 本大会において退場を命じられた選手は、次の１試合に出場できず、それ以降

の処置については本大会の規律委員会において決定する。 

   ⑹ 競技者が退場を命じられた場合は、当該チームは、交代要員の中から競技者

を補充し、常に８人でプレーすることとする。主審は、競技者が補充されようとし

ている間は、試合を停止する。 

   ⑺ 本大会期間中に警告を２回受けた選手は、次の１試合に出場できない。ただ

し、この規定は本大会のみの適用とする。 

   ⑻ 本大会諸規定及び本記載事項にない事例に関しては、大会規律委員会にお

いて決定する。 

17 参 加 料  ２４，２００円（税込） 

18 参 加 申 込  ⑴ 参加チームは所定の用紙をＥメールで所属地区協会事務局まで送付するこ

と。（地区サッカー協会経由で（公財）北海道サッカー協会に送付） 

○参加申込書 

※参加申込書には選手１６名以上２０名まで、指導者４名までの氏名を記

入すること。 

○プライバシーポリシー同意書 
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   ⑵ 親権者同意書は捺印の上、（公財）北海道サッカー協会宛に郵送すること。 

※提出期限はすべて２０２２年３月２３日（水）１７時必着とする 

【申込先Ａ】 （公財）北海道サッカー協会 

〒062-0912  札幌市豊平区水車町 5丁目 5-41 

北海道フットボールセンター内 

TEL 011-825-1100   FAX 011-825-1101 

【申込先Ｂ】 苫小牧地区サッカー協会 

〒053-0022  苫小牧市表町 3-1-12 第２CKビル 4F 

苫小牧地区サッカー協会 

TEL 0144-82-9561   FAX 0144-82-9562 

E メール tomakomai-jimu@honey.ocn.ne.jp 

【参加料納入口座】 

銀行名  苫小牧信用金庫 市役所出張所 

口座名  苫小牧地区サッカー協会 会長 戸村 真規 

口座名ｶﾅ  ﾄﾏｺﾏｲﾁｸｻｯｶｰｷｮｳｶｲ ｶｲﾁｮｳ ﾄﾑﾗ ﾏｻｷ 

口座番号  普通 １００２８８６ 

19 組 合 せ  ２０２２年３月２５日（金）  （公財）北海道サッカー協会において行う。 

※組合せは（公財）北海道サッカー協会ＨＰの「大会情報・４種」で確認すること。 

20 帯 同 審 判  ⑴ 出場チームは(公財）日本サッカー協会公認審判員（３級以上）を必ず帯同させ

ること。帯同する審判員の氏名、資格等を参加申込書に記載すること。 

   ⑵ 帯同審判員は、大会期間中審判業務にあたらせるものとする。ベンチ入り指導

者が審判員を兼ねる場合は審判を優先しなければならない。また、監督は帯

同審判を兼ねることはできない。 

21 マッチウェルフェアオフィサー  全ての試合において配置する。（大会事務局より依頼があった場合は、各地区協会

から派遣することに協力するものとする。） 

22 選 手 証  出場チームは、(公財)日本サッカー協会発行の選手証を持参すること。ただし、写真

添付により、顔の認識できるものであること。 

※選手証とは WEB 登録システム（ＫＩＣＫＯＦＦ）から出力した選手証・登録選手一覧

を印刷したもの、またスマートフォンやＰＣ等の画面に表示したものを示す。 

23 選 手 変 更  選手変更・追加登録は、所属の地区を通じＥメールにて(公財)北海道サッカー協会

および主管協会に届出のこと。提出期限はすべて２０２２年３月２５日（金）１７時必

着とする。 

24 監 督 会 議  ２０２２年４月７日（木）１９時００分よりオンラインで行う。監督は必ず出席のこと。 

欠席の場合は本大会への参加を停止することもある。詳細については、主管地区

協会より連絡を行う。 

なお、監督会議を短時間で行うため、要項その他に対する質問事項は、2022年3月

30日（水）17時 00分までに、以下のリンク（Googleフォーム）より送信すること。 

質問に対しては、監督会議の中で回答し、全体で確認を行う。 

https://forms.gle/b9Wm9BufAziaomyLA 

25 開 会 式  ２０２２年４月７日（木）１８時３０分よりオンラインで行う。チームの代表選手１名が参

加する。なお、機器操作のために、保護者または、チームの指導者などの成人が必

ずサポートを行うようにする。選手・監督は全チーム参加することを原則とする。 

26 閉 会 式  ２０２２年４月１０日（日） 決勝戦終了後、試合会場で行う。準決勝まで残ったチーム

の選手・監督は全員参加することを原則とするが、感染症の状況などによっては、

準決勝敗退チームは、準決勝終了後に簡易的な表彰式を行う場合もある。 

27 そ の 他  ⑴ 優勝 賞状・メダル・副賞  準優勝 賞状・メダル ３位 賞状・メダル 

   ⑵ 選手資格に関し、その他不都合な行為があった場合そのチームの出場を停止

する。 

mailto:tomakomai-jimu@honey.ocn.ne.jp
https://forms.gle/b9Wm9BufAziaomyLA
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   ⑶ 宿泊等の斡旋は特に行わない。 

   ⑷ 優勝チームは２０２２年５月３日（火・祝）～５日（木・祝）に横浜で開催される予

定の全国決勝大会（ＪＡ全農杯全国小学生選抜サッカー２０２２）への参加を義

務付ける。 

 ＊なお、全国大会の登録は、原則として引率指導者２名以上３名以下、選手

１６名以上１８名以下となり、北海道大会とは違っているので、留意。 

 ＊参加２０名分（引率指導者２名・選手１８名）を最大として、大会事務局で旅

費・宿泊費の補助がある。 

なお、優勝チームが新型コロナウイルス感染症の影響を事由に出場を辞退し

た場合、準優勝チームが繰り上げて参加することができる。 

   ⑸ 優勝チームは（公財）北海道サッカー協会ホームページにおいて写真入で紹介

することもある。 

   ⑹ 荒天・震災・雷・感染症等、不測の事態が発生した場合には本大会実施委員

会（主管地区理事長、競技委員長、審判委員長等で構成）において協議の上、

対処する。中断・中止・延期することがあることを留意のこと。 

   ⑺ 本競技会は大会期間を通じて感染対策担当者を設置する。選手・チーム役

員・審判員・大会運営等関係者・引率保護者・観客など会場にいる全ての者

は、感染対策担当者の判断・指示等に従わなければならない。 

   ⑻ 大会参加チームは、新型コロナウイルス感染予防対策ガイドラインやチェックリ

ストに沿って行動し、感染拡大の予防に努めること。なお、大会の途中で関係

者から感染者が出た場合は、本大会運営委員会において協議の上、対処す

る。 

 


